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■顔認識技術 

 AIに関連した技術分野で急速に発展している技術の１つに「顔認識」がある。 
 近年スマホアプリのSnapCameraに代表されるような、特殊なハードを必要とせず
高速かつ高精度の顔認識が可能になってきている。 
  

スマホアプリSnapCameraは単眼カメラ
で高精度な顔認識を実現している。 

SnapCameraの中心的な処理技
術はMLを利用した「顔のラン
ドマーク」の抽出である。 



■LensStudio 

「誕生日」と呼ばれる「レンズ」。 
展開座標のベースには「顔のランドマーク」が
計算される。 

SnapCamera には LensStudio と呼ばれる開発ツールが用意されている。 



■LensStudio 

「PictureFrame」というサンプル。 
Unity などの3Dアニメソフトのような構造を持つ。 



■LensStudio 

 LensStudio/SnapCamera はアプリから認識された顔のパラメータはデータと
して外部に取り出すことはできない。（2020.08時点）  



■Azure Face 

 LensStudio/SnapCamera はアプリから認識された顔のパラメータはデータと
して外部に取り出すことはできない。（2020.08時点） 
 そこで、Azureの顔認識サービスのFaceを試す。最近のFaceサービスは
SnapCameraのような「顔のランドマーク」や傾きを検出する機能が追加されて
いる。 

クラウドサービスFace/Azureのページ。 
顔検出、顔検証、感情認識の３つの異なる機能群で構成される。 
無料と有料の２つのグレードがある。また、コンテナを使うこ
とでエッジコンピューティングも可能（未確認）。 



■Azure Face 

 Face の顔検出 の中の機能にもSnapCameraと同様に「顔のランドマーク」検
出がある。 

クラウドサービスFace/Azureを利用
した顔認識の性能評価。 
口の動きによって外部機器（RasPi
のLED）を制御している。 
デモビデオ： 
https://youtu.be/z4kCNcYM0jM      

解説ページ 

https://youtu.be/z4kCNcYM0jM
https://youtu.be/z4kCNcYM0jM


■Azure Face 

クラウドサービスFace/Azureを利
用した顔認識の性能評価。 
顔の向きによって外部機器
（RasPi経由のアームロボット）
を制御している。 
デモビデオ：  
https://youtu.be/VLraAWJxOCg 

 Face の顔検出 の中の機能には顔全体の傾きを検出する機能もある。 

解説ページ 

https://youtu.be/VLraAWJxOCg
https://youtu.be/VLraAWJxOCg
https://youtu.be/VLraAWJxOCg


■応用～例えば 「怪獣大作戦（2020年総務省異能ベーションノミネート）」 

 怪獣大作戦は3D計測技術、顔認識技術、3D表示技術を組み合わせ、参加者が直感
的に操作できるARアトラクションのアイディアである。 
 アトラクションの参加空間には空間を網羅するように3Dカメラ、通常のカメラ、
プロジェクタを配置する。その中で、参加者はあらかじめ指定した怪獣あるいは
ヒーローの役を演じる。システムは参加者の動きに合わせ、怪獣やヒーローのコス
チュームを参加空間に投影する。具体的には、手の動きや顔の向き、口の動きなど、
身体を制御インターフェイスに使うことによって直観的に火炎放射やビームの照射
が参加空間全体にプロジェクションさる。  
 また、参加空間内に投影されるオブジェや別の参加者がその「攻撃」を受けるこ
とでポイントを加点されるなど競争的なゲーム性を持たせることもできる。 

■ウルトラマン オプション 
ウルトラマンにもなれるオプション。こ
のオプションでは口パクビームは使えな
い。 

■エネルギーチャージ動作 
両手を広げて口を閉じておくと、エネル
ギーチャージでき、口を開けると強くエ
ネルギー放出できる。 

エネルギーチャージ中 

口を開け
ると,,, 

ビーム発射！！ 


